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今回の表紙は南紀熊野ジオパークフォトコンテスト優秀賞受賞作品『夏の思い出』です。
今月２７日には、熊野の大地に育まれた自然や文化などの魅力に触れていただける南紀熊

野ジオパークセンターがオープンします。皆さん、是非、お越しください。
（写真：南紀熊野ジオパーク推進協議会提供）
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現 場 が 一 番  

 

 よ く 企業 の ト ップ や政 治 行政 の ト ップ が「 私 は現 場 が 一番 とい う 信念 で こ れ

まで の 人生 を 生 きて きま し た 。あら ゆ る 事は 現 場に 大 事 な事 があ る んで す 。」と

言っ て いる の を お聞 きし ま す。  
 ま こ とに そ の 通り だと 思 って い ま す。 空理 空 論と か 、 観念 論と か 、頭 で っ か

ちと か いう も の は、 この 現 場の 視 点 を欠 いて い るが 故 に 発生 する も のだ と 思 い

ます 。  
 我 々 行政 は 、 人々 の幸 せ を図 る べ き役 割が あ るの で す から 、ど う した ら よ い

か対 策 を考 え 、 それ を実 現 して な ん ぼの 世界 で すが 、 そ の対 策が 的 を射 て い な

かっ た ら、 人 々 の幸 せが 実 現で き ま せん 。だ か ら、 そ の 対策 が現 場 の要 請 に 本

当に 応 えて い る かど うか 、 いつ も 気 を張 って 現 場と 関 わ らな いと い けま せ ん 。  
 私 が 昔い た 経 済産 業省 は 、大 上 段 の経 済政 策 も語 る が 、実 際の 業 界も 所 管 し

てい ま す。 業 界 の方 々の 意 見に よ く 耳を そば だ てて い る と、 大上 段 の政 策 が 時

宜を 得 てい る か どう か自 ず とわ か り ます 。現 場 がす ぐ そ こに あっ た のは よ か っ

たと 思 いま す 。  
 で も 、県 庁 の 政策 全般 を 考え て み ます と、 所 掌範 囲 は 広い ので 、 中に は よ ほ

ど現 場 に分 け 入 り、 現場 を 理解 し 、 現場 の声 を くみ 取 る 努力 をし な いと 、 デ ス

クワ ー クだ け の 頭で っか ち 発想 に な るお それ も ある 分 野 もあ りま す 。だ か ら 私

は、「 現 場が 一 番」と いう こ とを 職 員 に説 き、自ら も でき る だ け現 場 に出 か け よ

うと 心 がけ は し てい ます 。  
 し か し、 産 業 界の 方々 と 話を し た りし てい る だけ が 現 場で はあ り ませ ん 。 出

かけ て いっ た 実 際の 病院 や 障害 者 福 祉施 設、 高 齢者 福 祉 施設 、児 童 相談 所 、 保

育施 設 や各 種 の 学校 、工 場や 農 林 水産 業 の現 場、工 事 現場 な ど本 当 の現 場 で は、

言葉 で 言い 尽 く せな いよ う な苦 労 を しな がら 社 会を 支 え てく れて い る人 々 が 働

いて い ます 。  
 見 る につ け 、 聞く につ け 、頭 が 下 がり ます 。 この よ う な人 々が 働 く現 場 が 立

ち行 く よう に 我 々行 政も 必 死で 支 え なけ れば な りま せ ん 。  
 
 
 
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

6/20 議場にて 
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●シンガポールのリゾート型ＩＲを視察しました                    

 
 本県では、世界の潮流としてツーリズムが注目される中、ＩＲ（統合型リゾート）は、

滞在型観光の核として本県の観光振興に大きく貢献し、また、非常に大きな投資と多くの

職種で雇用の増加が見込まれ、経済活性化の起爆剤となること、さらに、新たな雇用によ

り定住者が生まれ、人口減少対策としても大いに期待を持てることなどから、その誘致に

積極的に取り組んでいるところです。 
そのような中、強力な指導者のもとＩＲを誘致し、大きく経済成長を遂げたシンガポー

ルにおいて、５月２５日と２６日、知事がＩＲの視察を行うとともに、観光客誘致・県産

品輸出拡大を目的とした「和歌山プロモーション」を行いました。 
シンガポールは、マレー半島の南端に浮かぶ小さな島国ですが、一人当たりの国民所得

が日本より遙かに高い豊かな国です。南シナ海からマラッカ海峡に抜ける海峡の要路に位

置し、地の利を活かして海上輸送の基地、国際ハブ港として栄え、さらに、大規模な石油

化学基地を作るなど、製造業を加え加工貿易の国として発展してきました。 
このように物流・製造業で発展を遂げてきた豊かな国が、近年、金融・商業の国へと構

造を変え、大幅に所得を増やしています。そのきっかけとなっているのが、シンガポール

が誇る２つのＩＲ、マリーナ・ベイ・サンズとリゾート・ワールド・セントーサの開業で

す。 

シンガポールでも、かつてカジノは反対されていましたが、２００４年に就任したリー・

シェンロン首相が、強力な指導力のもと、シンガポールの国際観光地としての魅力を取り

戻すため、国策としてカジノを含むＩＲの誘致を決断しました。 
ＩＲ開業後のシンガポールの観光客数は３６％も伸び、観光収入は７６％と大幅に伸び

ました。さらに、ＩＲ導入に際し心配されていたギャンブル依存症については、カジノの

規制が整備されるとともに、依存症を未然に防ぐための教育や、既に依存症にかかってい

た人々への治療が強化されたことなどにより、シンガポール国民のギャンブル依存症有症

率は２００５年の４．１％から２０１４年には０．７％と大幅に下がり、杞憂をよそに、

ＩＲ誘致はシンガポールに大きな繁栄をもたらしています。 
ＩＲの視察 

 今回、和歌山県が目指すリゾート型ＩＲのリゾート・ワールド・セントーサと、都市型

ＩＲのマリーナ・ベイ・サンズを訪問しました。カジノやＭＩＣＥ施設（国際会議場や展 

【リゾート・ワールド・セントーサ全景】 （※）本写真の著作権はゲンティン・シンガポール・リミテッドに帰属 
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示施設）、ホテル、博物館、水族館、ショッピングモー

ルなど様々な施設を視察するとともに、コンセプトが異

なる２つの近接するＩＲのそれぞれの強みや特徴、運営

手法、地域への貢献策などについて説明を受けました。 

 なお、シンガポールでは年間のインバウンド約２０

００万人のうち、３分の１程度がリゾート・ワールド・

セントーサを訪れています。シンガポールではカジノ

への規制が厳しく、国民に対して入場料が賦課される等のため、カジノ利用者の８０％が

外国人となっています。また、雇用については、全体で約１３０００人が働いています。 

１９７０年代まで、本県の県内総生産は全国順位の中位を推移していましたが、日本の

産業構造が大きく変化する中、和歌山県では大きな転換がなされず、その順位を下げてき

ました。このような状況から脱するため、様々な分野の企業誘致や県内産業の振興に取り

組んできた結果、県内総生産は持ち直しつつありますが、今後、和歌山県が更に発展して

いくためには、これまでの取組に加えて新たな試みが必要です。 
和歌山プロモーション 

ＩＲ視察の前日、シンガポール市内のホテルにおいて、

観光客誘致・県産品輸出拡大を目的に、大手旅行会社、

航空会社、食品輸入業者やメディアなど関係者約４０名

の参加のもと和歌山プロモーションを実施しました。 

知事、後藤観光交流課長及び赤坂食品流通課長が英語

でプロモーションを行い、本県の観光及び県産品の魅力

を紹介するとともに、引き続いて実施したネットワーキ

ング（交流会）において、参加者と積極的な意見交換を行いました。 

なお、今回、知事は５月２５日（土）～５月３１日（金）の日程で、シンガポール、タ

イ、香港を訪問しました。シンガポールの他、タイでは、タイ王国副首相との会談や同国

商務省との覚書の締結、香港では、香港大手旅行会社ＥＧＬの創立記念式典に出席してい

ます。 

 

●クルーズ船の誘致に取り組んでいます                       

 
世界のクルーズ人口は、平成２０年からの１０年間で１６２０万人から２８５２万人と

１．８倍に増加し、特にアジアでは１３１万人から４２４万人と、その数は３．２倍にふ

くれあがっており、市場として今後も大いに発展することが見込まれます。 

 本県へのクルーズ船の寄港は、三方を海に囲まれ、豊富な地域資源に恵まれた環境を活

かし、これまで全国でも多い地域でありましたが、数年前からのクルーズ人口増加の機会

を充分に活かすことができず、先進的な取組を実施した他県の後塵を拝することもありま 

リゾート・ワールド・セントーサにて 

和歌山プロモーションの様子 
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した。 

そのような中、新宮市では、乗客が駅前か

ら商店街を通り、世界遺産である熊野速玉大

社や神倉神社に向かうルートの設定や、イベ

ント会場で使えるクーポン券の配布、モバイ

ルカード決済端末導入による岸壁での物産売

買の実施など、消費拡大の取組に挑戦し、昨

年１２月には、一般社団法人日本外航客船協

会からクルーズ・オブ・ザ・イヤー２０１８特別賞を授与されました。 

県でも、県庁内横断のクルーズ誘致促進チームを編成し、この３年間で海外の船社など

も含め１００回以上の営業活動を行ってきました。また、国の支援を受けて港湾の大型ク

ルーズ船受入環境の整備を進められたことや、新設された寄港促進のための補助金制度を

活用し、徐々に寄港回数が増えるなどの成果が出てきました。 

そして、本年８月には、世界三大クルーズ会社の１つ、プリンセス・クルーズが運行し

ている「ダイヤモンド・プリンセス」が和歌山下津港に寄港することが決定しました。 

これを契機として、多くの方々にクルーズへの理解を深めていただくとともに、クルー

ズ船の寄港を活かした地域振興について考えていただくために、６月４日に、シンポジウ

ム「クルーズ新時代～和歌山県の地域振興を目指して～」を開催しました。 

これは、和歌山放送が開局６０周年記念事業として開催したもので、和歌山県、和歌山

市も共催しました。 

シンポジウムでは、菊地 身智雄（きくち みちお）国土交通省技監による「我が国にお

けるクルーズ振興について」、クルーズライターの上田 寿美子（うえだ すみこ）氏によ

る「クルーズへの招待状」と題した講演の後、中村榮三和歌山放送代表取締役社長をコー

ディネーターとして、知事、尾花和歌山市長、菊地技監、上田氏とプリンセス・クルーズ

の日本法人である株式会社カーニバルジャパン代表取締役社長の堀川 悟（ほりかわ さと

る）氏の５名によるパネルディスカッションを行いました。 

県内過去最大のクルーズ船、ダイヤモンド・プリンセス寄港の際には、和歌山の市街地

への導線が整備されるなどにより、乗客の皆さんも地域の皆さんも満足する、和歌山のク

ルーズ新時代の幕開けにふさわしい寄港となるよう取組を進めてまいります。 

 

●高校生の県内定着への取組について                        

 
５月１７日、文部科学省「平成３１年３月高等学校卒業者の就職状況（平成３１年３月

末現在）に関する調査」が発表され、平成３０年度の和歌山県の高校生の県内就職率は 

７７．９％でした。 

この数字は、平成２９年度比でプラス２．８％、過去１０年間で、平成２４年３月卒の 

８月に寄港するダイヤモンド・プリンセス 

写真：プリンセス・クルーズ提供 
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７８．８％に次いで２番目に高い値とな

ります。 

本県では、高齢化や人口減少が進んで

いますが、その原因の一つは若者の県外

就職です。また、現在、県内企業は人材

確保に苦労している状況ですので、若者

の県外就職は県内経済へも悪影響を与え

ます。 

本県の高校生の県内就職率は、ここ数

年７５％程度で推移してきました。つまり、４人に１人は県外に就職していることになり、

このまま放置していては、県内人口の減少に更に拍車がかかります。 

県では、このような状況を踏まえ、平成２７年度策定の長期総合計画において、２０２

６年度の高校生の県内就職率の目標を「９０％」と設定しました。目標達成に向けて課題

となるのが、就職を考える高校生やその家族に「県内には働くところがない」、「和歌山

で働くと損をする」という思い込みや誤解があるということです。間違った先入観に流さ

れ安易に就職を決めないよう、県・県教育委員会・各学校が連携し、一人でも多くの高校

生に、自身が納得し、選んだ県内企業において活躍してもらえるよう、正しい情報提供に

努めています。 

具体的な取組としては、県内企業の求人情報を集めた「高校生のためのわかやま就職ガ

イド」を作成し、就職希望の高校３年生、全ての高校２年生に配布しています。このガイ

ドブックでは、県内企業の情報の他に「和歌山での暮らしやすさ」についても掲載してお

り、東京や大阪で勤めた方が初任給は高いが、都会は家賃や車を買ったときの駐車場代、

物価などが高いので、和歌山県で勤めた方が手元に残るお金は多くなるという状況などを

説明しています。 

また、企業ガイダンスを実施し、県内企業の採用担当者から直接、企業の説明を聞き、

質問をする場を提供しています。６月１３日に和歌山市内で開催した応募前サマー企業ガ

イダンスでは、１２４社の県内企業が参加し、約２０００人の生徒に対し、各企業の事業

内容や仕事の魅力について説明しました。 

これに加え、本県では、若者の県外流出に歯止めをかけ、まちの賑わいを創出する一つ

の手段として、平成３０年４月開学の東京医療保健大学和歌山看護学部、今年４月開学の

和歌山信愛大学、そして、令和２年開学予定の宝塚医療大学和歌山医療保健学部（仮称）、

令和３年開学予定の県立医科大学薬学部の４大学の誘致に取り組んできました。 

これら４大学の生徒定員数は１６８０人と、多くの若者が和歌山で生活することになり、

大学卒業後も学生生活を過ごした和歌山での生活を選ぶ方も多くなることと思われます。 

県では今後も「和歌山で就職することのメリット」「素晴らしい県内企業」をしっかり

発信し、より多くの若者に和歌山で活躍してもらう取組を進めてまいります。 

新規高卒就職者の県内就職率の推移 
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文部科学省調査より 
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●犯罪被害者等支援条例の制定について                      
 

本県では、犯罪被害者等の権利を保護し、被害の軽減と早期回復

を図るため、「和歌山県犯罪被害者等支援条例」を本年４月から施

行しました。  

県ではこれまで「和歌山県安全・安心まちづくり条例」に基づき、

犯罪被害者の支援に取り組んできましたが、犯罪被害者等が直面し

ている問題や和歌山県において必要な支援について、関係機関等と

の協議を通して、この度、具体的な施策を盛り込んだ特化条例を制定しました。 

この条例により、県は、被害者に対し、必要な情報の提供や助言を行うとともに、犯罪

被害者等の援助に精通している弁護士との法律相談の費用を最大２回まで負担します。ま

た、故意の犯罪により重傷病を負った方やその御家族、殺人事件の御遺族を対象に、医療

費や不測の費用について、上限１００万円の貸付を行います。現在も犯罪被害者支援金と

して、国の「犯罪被害者給付制度」がありますが、申請から給付までおよそ半年を要する

ことから、その間の費用として貸付を行います。その他、元の住居に住むことが困難な場

合は、県営住宅への入居について特別な配慮を行うなどの支援を行います。 

なお、現在、特化条例を制定している都道府県は１７道府県で、このうち、貸付金制度

を設けているのは本県を含め３県のみです。また、県内で支援条例を制定している市町村

は上富田町のみとなっており、今後、他の市町村にも支援強化を呼びかけてまいります。 

そのような中、犯罪被害に遭われた方やその家族、

遺族の置かれている状況や全国・県内における支援の

現状を知り、今後の犯罪被害者等支援のあり方につい

て考えるため「犯罪被害者等支援県民フォーラム」を

６月３日に開催しました。 

フォーラムでは、全国被害者支援ネットワーク理事

長の平井紀夫（ひらい のりお）氏による自身の犯罪被

害者としての体験と基にした講演や、県犯罪被害者等

支援担当による「被害者ノート」についての説明、「犯罪被害者等支援における人事確保・

育成と今後の連携のあり方」と題したパネルディスカッションを行いました。 

犯罪被害者等の支援には、県民一人一人が被害者の視点に立って理解を深めることが必

要になります。今後も、国、県、市町村、支援団体等が連携を図り、様々な施策や取組に

より、被害者の方が再び平穏な生活を営むことができるよう、支えてまいります。 

 

 

 

 

平井理事長による講演の様子 
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●声優の中島由貴（なかしま ゆき）さんが「和歌山県ふるさと広報局員」に                    

 
県ではこれまで、坂本冬美さんや小西博之さん

には「ふるさと大使」、岡本玲さんには「パンダ

大使」、本谷紗己さんには「インスタグラムイメ

ージガール」など、発信力を持つ有名人・芸能人

の方に特別な称号をお贈りし、それぞれの活動の

中で和歌山県のＰＲをいただいています。 

この度、これまでにない分野・世代へのＰＲ力

強化のため、ツイッターのフォロワー数１７万人を誇り、アニメやゲームの声優として活

躍中で１０～４０代の男性に大きな発信力を持つ、中島由貴（なかしま ゆき）さんに「和

歌山県ふるさと広報局員」をお願いすることとし、６月１０日に委嘱状交付式を執り行い

ました。 

中島由貴さんは、和歌山県出身の２１歳。幼少からジュニアモデルとして活躍する傍ら、

子役としてＣＭやドラマに出演されています。平成２６年１２月に開催された声優オーデ

ィションで３０００名の応募の中からグランプリを受賞し声優デビューしました。 

現在は、『ＢａｎＧ Ｄｒｅａｍ！（バンドリ）』シリーズの今井リサ役、『アイドルマ

スター シンデレラガールズ』乙倉悠貴役、『遊☆戯☆王ＶＲＡＩＮＳ』財前葵／ブルーメ

イデン役、『温泉むすめ』の龍神晴（和歌山・龍神温泉）役などを務める他、歌手、バン

ド活動など多方面で活躍されています。 

また、今回の広報局員委嘱は、中島さんがこれまでツイッター等で和歌山についてお話

しいただいていることを県情報政策課職員が知り、職員から声優事務所を通じて、何か和

歌山県のＰＲのために御協力いただけないかと相談したところ、中島さんも和歌山県のた

めに是非協力したいと言っていただき、実現したものです。 

中島さんには、これから「和歌山県ふるさと広報局員」としてツイッターや中島さんが

出演するメディアで和歌山県のＰＲをしていただきます。 

県でも、中島さんに旬の和歌山県情報をお届けする他、県・観光連盟が運営するＳＮＳ

アカウント（ツイッター、フェイスブック等）のトップページに中島さんの写真を採用す

るなど、中島さんの活動を応援してまいります。 

 

●わかやま観光物産展を開催しました                       
 
本県では、和歌山県の魅力を東京の皆さんに知っていただくため、これまでも積極的に

東京でのＰＲイベントなどを開催し、豊かな自然に育まれた和歌山県の観光・物産の販路

開拓に努めてきました。 

６月１日と２日、東京駅前にあるＪＰタワー商業施設「ＫＩＴＴＥ」において、「わか 

和歌山県ふるさと広報局員として活躍いただく 
中島由貴さん 
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やま観光物産展 ～和歌山からのお届け

もの～」を開催しました。 

そのような中、東京駅から徒歩１分と

いう好立地に位置する「ＫＩＴＴＥ」に

おいて、和歌山県の観光及び物産を首都

圏に向けて発信できるという絶好の機会

を得ることができました。これは、日本郵便株式会社

が進める地方創生の取組の一環としてお声かけをいた

だき、実現したものです。 

初日に行われたオープニングセレモニーでは、石田

総務大臣から御挨拶を、また、二階自由民主党幹事長

からビデオメッセージをいただきました。 

イベント会場１階の物産会場では、和歌山県の魅力

を存分に味わっていただくことができる特産品を県内

企業２３社が販売しました。（次ページに一覧表あり） 

また、きのくにフレンズによる和歌山観光ＰＲクイ

ズやきいちゃんやわかぱんが登場するオールわかやま

フォトセッション、梅酒ソムリエによる本格梅酒の楽

しみ方講座、和歌山県インスタグラムイメージガール

本谷紗己（ほんたに さき）さんによる和歌山県ＰＲな

どを開催し、多くのお客様に御参加いただきました。 

地下１階の観光会場では、観光情報やプレミア和歌

山、農業遺産などのＰＲを行うとともに、移住定住相

談窓口も設置する他、「令和元年の梅仕事」と題した

梅シロップ作りのワークショップを開催し、多くの女

性やお子さんにお楽しみいただき、梅シロップをお持

ち帰りいただきました。 

今後もこのような首都圏において和歌山県の魅力を発信するイベントの開催を重ね、よ

り多くの方々に、和歌山県産品・観光の素晴らしさを知っていただけるよう努めてまいり

ます。 

出品された特産品は和歌山の魅力を存分に味わっていただける品物ばかりです。 

これらの商品の一部は東京有楽町の「わかやま紀州館」でもお買い求めいただけますの

で、お気軽にお問い合わせください。 

【わかやま紀州館 連絡先：０３－６２６９－９４３４】 

 

 

オールわかやまフォトセッションの一幕 

賑わう会場の様子 

石田総務大臣と主催者等によるテープカットの様子 

本谷さんも梅シロップ作りに参加 
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●令和元年和歌山県知事表彰式を開催しました                    

 
和歌山県知事表彰は、公共の福祉増進に大きな功

労のあった方々、その他広く県民の模範となるべき

方々を表彰しており、昭和２８年から始め、今回で

６７回目となります。 

６月４日、「令和元年和歌山県知事表彰式」を開

催し、４４名、３団体の方々に、知事から表彰状と

記念品を贈呈しました。 

式典では、司会から受賞者の方々の御功績を紹介

し、各功労部門の代表者の方に、知事から表彰状と

記念品をお渡ししました。 

続いて、受賞者を代表して、長谷川香代氏（田端

酒造株式会社代表取締役）から「今後、東京オリン

ピック・パラリンピック、大阪関西万博に世界中か

らお越しいただく皆様に「日本酒」を味わっていた

だき、本県の食文化の魅力を少しでも発信したい。」 

と謝辞をいただきました。 

 

長谷川氏による代表謝辞の様子 

ボランティア代表者への贈呈の様子 

出展社一覧
出展社名 販売商品 住所

1 株式会社ふみこ農園 フルーツコンポート、梅干し、梅そうめん 有田郡有田川町野田594-1
2 株式会社梅翁園 梅干し、梅酢ドリンク 日高郡南部町山内1339
3 株式会社紅梅園 梅干し、梅菓子 田辺市東山2-26-11
4 株式会社　やまだ 味噌、漬物 御坊市薗749
5 株式会社梅一番井口 梅干し、梅酒、梅ドレッシング 日高郡南部町西本庄1224
6 果樹園紀の国株式会社オレンジロードＹＹ みかんジュース、みかん、もも 有田郡有田川町天満347-1
7 lepi   maruka(レピマルカ） 紀州バウムクーヘン、マドレーヌ 有田市箕島86-8
8 中田食品株式会社 梅干し、梅酒 田辺市下三栖1475
9 プラム食品株式会社 梅酒、梅ワイン 西牟婁郡上富田町生馬1474-1
10 有限会社紀南水産 まぐろハム 東牟婁郡太地町森浦汐入551-14
11 有限会社港屋 最中（柚、梅） 西牟婁郡白浜町2312-3
12 株式会社おはなはん お好み焼き 和歌山市加納223-1
13 わかやま農業協同組合 ジンジャエール 和歌山市栗栖642
14 和歌山県農業協同組合連合会 果物、飲むゼリー 和歌山市美園町5－1　和歌山県ＪＡビル
15 紀の里農業協同組合 ハウスもも、ハウスみかん、梅ワイン 紀の川市井田259-1
16 株式会社増田米菓 高砂アラレ 岩出市岡田999-1
17 株式会社総本家駿河屋 菓子 和歌山市小倉２５
18 株式会社　紀和農園プロダクツ 梅干し 和歌山市本渡825
19 株式会社ベストシーン グラッセ（もも、みかん、かき）、梅リゾット 和歌山市小松原5-3-5
20 原田織物株式会社 ハンカチ、スカーフ、キッチン用品 橋本市高野口町名古曽821-6
21 トーメリーサミラケル 梅干し、紅茶、プリザーブドフラワー 和歌山市美園町5-2-2NKMビル2F
22 有限会社　橋爪商店 バスマット 和歌山県海南市野上中４２７

23 わかやま紀州館 ドライフルーツ 東京都千代田区有楽町２丁目１０−１
東京交通会館地下1階



 - 10 - 

今月の和歌山県政トピックス                         

 

【知事表彰受賞者（順不同・敬称略）】 
 
（地方自治の振興） 市町村長や議員、職員、自治会長として長年にわたり地方自治の発展に 

尽くされた方々 
 

伊藤 隆通、寺本 眞一、堀川 憲一、 村 忠次 

 

（保健福祉の増進） 民生児童委員や医師などとして長年にわたり地域の福祉や医療、保健衛生の 
発展と向上に尽くされた方々 

 
  有本 芳子、内海 照隆、阪本 繁、杉本 正博、田中 秀樹、田中 利平、辻 恵美、 
 

橋爪 穰、平石 英三、藤原 義久、宮本 典亮、三輪 信照、森川 文夫 

 

（環境衛生の向上） 食品・生活などの衛生水準の向上等を通じて、環境衛生の発展に 
尽くされた方々 

 
駒井 良章、辻井 和  

 

（暮らしの安全及び向上） 地域の防災、防犯、治安維持活動、交通安全指導などを通じ、 
県民生活の安全を確保し、その向上に尽くされた方々 

 
  内原 信次、川村 昌彦、平野 嘉孝、小浦 慶子、津多 嘉子、福島 幹治、藤谷 文明、 
 

松井 道夫 

 
（教育、文化の振興） 文化・芸術等を通じた地域の振興、国際交流、青少年の育成、人権啓発 

        の推進などにつくされた方々 
 

和歌山県かるた協会、和歌山日米協会、筒井 ツルエ、吉水 志朗 

 

（産業の振興） 商工業・農林業・水産業・建設業などで各分野での活動を通じ、業界の振興及び 
育成発展に尽くされた方々 

 
朝本 紀夫、石田 稔、内畑 榮三、金谷 清道、鳥居 幸司、和坂 貞雄、梶本 毅樹、 
 
高井 一治、髙山 安德、長谷川 香代、前田 敏雄、山本 美智和、 田 保美、 
 
岩谷 裕平、井内 優 

 

（ボランティア） 精力的なボランティア活動により住民福祉の発展に尽くされた方々 
 

 手話サークル伊都手のひら 

 

 

 

 

 



 - 11 - 

                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●各地の和歌山県人会で総会・懇親会等が開催されました                    

 
大阪、堺、京都、在京各県人会の総会が盛大に開催され、県からも参加させていただき

ました。 

中でも京都県人会は第１２７回ということで、明治から続いている県人会が京都御所を

望む会場で開催され、歴史を肌で感じる一日となりました。 

各県人会では、細川知事室長が挨拶し、整備された高速道路、大学の誘致、ロケット射

場の決定などのふるさと和歌山の最新情報について話しました。その後の懇談では、集ま

った会員同志及び他の県人会などの来賓の方と楽しく交流できるよう、カラオケ、浪曲、

参加者全員での合唱、抽選会など、また、京都県人会では和歌山市加太観光協会稲野会長

の「加太の魚が美味しい理由について」の講演もあり、各県人会で工夫を凝らした演出を

されており事務局の方の気持ちがこもった温かいもてなしが感じられました。 

一方、大阪、堺、京都県人会では田辺市職員による梅酒の試飲コーナーが設けられ、数

種類の梅酒の試飲することができ、気に入ればその場での購入申込みやふるさと納税の申

込みも受け付けていました。京都、在京県人会では、県庁税務課の職員が、ふるさと納税

の受付コーナーを設けさせていただき、ご寄付いただきました。各県人会の皆様ありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年１１月には和歌山市内で、海外・県外の県人会が一堂に会する「和歌山県人会

世界大会」を初開催いたします。県人会の皆さんには是非、多数御参加いただき、大

会を盛り上げていただきたいと思います。 

 
 
 

京都和歌山県人会の皆さん 

大阪和歌山県人会の皆さん 

在京和歌山県人会 谷口会長の御挨拶 

堺和歌山県人会の皆さん 
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●お家の進路相談「空き家なんでも相談会」をお盆に開催します                    

 
現在、適切な管理が行われていない空き家

が、防災、衛生、景観等の地域住民の生活環

境に深刻な影響を及ぼしていることが多く、

地域住民の生命・身体・財産の保護、生活環

境の保全、さらには、空き家の活用のために

対策が必要となっています。また、東京や大

阪で暮らしながら、ふるさとの実家が空き家

になっている方もいらっしゃると思います。 

県ではこれまで、専門家団体の皆さんと連携して、平成３０年１０月から県内全域（７

か所）で、空き家の利用、管理、除去、修繕など空き家に関する色々な相談に対応する「空

き家なんでも相談会」を定期に開催しています。 

今夏は、普段の平日開催に参加されにくい方やお盆に帰省される御家族の方などに御利

用いただきやすいように、８月１３日に相談会を開催します。 

空き家になることの未然防止や既に空き家を所有してお困りの方などに専門家や職員が

協力して対応いたしますので、是非御参加ください。 

また、本県では、県外からの移住希望者に対して「住まい」に関する情報を提供するた

め「わかやま空き家バンク」を運営しています。 

今回の相談会では、空き家バンクの登録についても対応いたしますので、お気軽に御相

談ください。【空き家バンク URL: https://www.wakayamagurashi.jp/category/house/】 

 

日 時：令和元年８月１３日（火） １３時３０分 ～ １６時００分 

場 所：①和歌山市北コミュニティセンター（和歌山市直川３２６－７） 

②那賀振興局（岩出市高塚 209） 

③伊都振興局（橋本市市脇 4-5-8） 

④有田振興局（有田郡湯浅町湯浅 2355-1） 

⑤日高振興局（御坊市湯川町財部 651） 

⑥西牟婁振興局（田辺市朝日ヶ丘 23-1） 

⑦東牟婁振興局（新宮市緑ヶ丘 2-4-8） 

申込先：県庁建築住宅課（TEL073-441-3184、FAX073-428-2038）の窓口まで 

電話またはＦＡＸでお申し込みください。（持参・郵送可） 

【相談する専門家】 

 建築士、宅建取引士、不動産鑑定士、司法書士、土地家屋調査士など 

 

 

ふるさとに手つかずの家屋はございませんか？ 
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 ふるさと和歌山応援寄附の取組に多数の皆様の御理解と御賛同をいただき誠にありがと

うございます。 

 お陰をもちまして、平成３０年度は２，７２７名の方から約３，８００万円の温かい御寄

附を賜りました。 

 また、心温まる力強い応援のメッセージも多数いただきました。紙面をもちまして厚くお

礼申し上げます。 

 お寄せいただいた寄附金は、令和元年度以降の事業に活用させていただきます。 

 平成２９年度にいただいた寄附金を次の平成３０年度事業に活用させていただきました

ので、御報告申し上げます(残りの寄附金については、令和元年度以降の事業に活用させて

いただきます。)。 

                             お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)のお礼と御案内                   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
             
 
 

 

 

＜平成３０年度寄附金活用事業実績報告＞ 

３．学校図書館や県立図書館の蔵書の充実 [寄附金の活用額 3,000 千円] 

  
  県立全日制高等学校２９校の図書購入費の一部と、和歌山県立図書館（本館及び紀南分館） 

の蔵書充実の一部として活用させていただきました。 
 

１．世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保全や活用 [寄附金の活用額 14,000 千円] 
熊野参詣道や高野山参詣道等の復旧や修繕・維持管理のために活用させていただきました。    

 

２．南紀熊野ジオパークの推進 [寄附金の活用額 5,300 千円] 

南紀熊野ジオパークセンターの建設に活用させていただきました。     

 

熊野参詣道中辺路 

潮見峠越 

画像提供：田辺市教育委員会    
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お 知 ら せ                                 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

６．大切なふるさとの森を守り育てる [寄附金の活用額 3,190 千円] 

松食い虫被害防止対策として、和歌浦天満宮周辺での薬剤の地上散布を行うために活用させて 
いただきました。 

  本年も引き続き、ふるさと和歌山応援寄附を通じて和歌山県を応援してくださいますようお願い申し上げます。 

  制度の詳細につきましては、「ふるさと和歌山応援サイト」をご覧ください。寄附申出時に公表に同意してい 

ただいた方の応援メッセージ等を掲載していますので、併せてご覧ください。 

５．わかやまの文化財の保護 [寄附金の活用額 6,000 千円] 

浄教寺（有田川町）所有の美術工芸品の修理や旧西村家住宅（新宮市）などの保存・整備のために 
活用させていただきました。 

                         

左図：十六羅漢像（浄教寺蔵） 

（有田川町） 

右図：旧西村家住宅（新宮市） 

※ 「がん対策の充実」、「地元企業への就職を促進する奨学金返還支援」、「わかやまのナショナル・トラスト」

を使途として指定いただいた寄附金については、ふるさと和歌山応援基金に積み立て、令和元年度以降に活用さ

せていただきます。 

左図：整備中の白良浜海水浴場 

右図：整備後の状況 

（白浜町） 

４．わかやまの美しい海づくり [寄附金の活用額 3,800 千円] 

和歌山県の海水浴場の整地や海岸保全施設の修繕に活用させていただきました。 
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                             お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

◇ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

◇県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

◇御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

◇和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、１万円以上の御寄附をいた

いた方には、プレミア和歌山の事業者か  

ら御協力をお願いした６７品目の返礼品 

の中から１品をお選びいただきお届けし 

ています。 

◇また、インターネット限定で、２万円以 

上の御寄附をいただいた方には、６７品目 

又は特別メニューとして、和歌山特産の熊 

野牛等の畜産物や「あら川の桃」等の果物 

をお選びいただけますので、和歌山県が誇 

る優良産品（プレミア和歌山）を是非御堪 

能ください。 

◇また、返礼品とは別に、１万円以上の御 

寄附をいただいた御希望の方に「和歌山フ 

ァンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）へ 

の入会権を贈呈しています。御入会いただくと、刊行情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅

力ある特典がございます。お申込みはふるさとチョイスからお願いします。 

◇ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

◇これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安
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お 知 ら せ                           

 

お礼の品一覧 

 

 

 

１品お選びいただけます！ 
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                         お 知 ら せせ 

 

お礼の品一覧 
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お 知 ら せ                           

 

お礼の品一覧 
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                         お 知 ら せせ 
 

お礼の品一覧 
 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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ふるさと歳時記                           

 
 イベント情報(７月中旬～８月上旬) 
 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

7 月中旬 扇
おうぎ

立
たて

祭
まつり

 新宮市・熊野速玉大社 
熊野速玉大社 

0735-22-2533 

7 月中旬 那智の火祭 那智勝浦町・熊野那智大社 
熊野那智大社 

0735-55-0321 

7 月中旬 高山寺夏祭り 田辺市・高山寺 
高山寺 

0739-22-0274 

7 月下旬 港まつり 和歌山市・和歌山港 
港まつり実行委員会 

073-432-3116 

7 月下旬 河内
こ う ち

祭
まつり

の御船行事 串本町・古座川河口付近 
古座観光協会 

0735-72-0645 

7 月下旬 粉河祭 
紀の川市 

・粉河とんまか通り 

粉河祭保存会 

0736-77-2511 

7 月下旬 天神祭 和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

7 月下旬 田辺祭（笠鉾巡行） 田辺市・闘鶏神社 
闘鶏神社 

0739-22-0155 

7 月下旬 清姫供養祭 田辺市中辺路町 
中辺路観光協会 

0739-64-1470 

7 月下旬 日前宮薪能 和歌山市・日前神宮 
日前神宮國縣神社 

073-471-3730 

7 月下旬 茅輪祭 和歌山市・伊太祁曽神社 
伊太祁曽神社 

073-478-0006 

7 月下旬 白浜花火フェスティバル 白浜町・白良浜 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

7 月下旬 夏越し祭 和歌山市・淡嶋神社 
淡嶋神社 

073-459-0043 

7 月下旬 
おどるんや 

紀州よさこい祭り 
和歌山市内各所 

NPO 紀州お祭りﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

073-426-4424 

8 月上旬 紀州おどり ぶんだら節 和歌山市・和歌山城周辺 
紀州おどり実行委員会 

073-435-1234 

8 月上旬 
白浜キャンドル 

イルミネーション 
白浜町・白良浜海水浴場 

白浜温泉旅館協同組合 

0739-42-2215 

8 月上旬 ヤーヤー祭り 田辺市・田辺市商店街 
田辺市商店街振興組合連

合会 0739-22-2960 

8 月上旬 春日風鈴祭 海南市・海南春日神社 

かいなん夢風鈴まつり実

行委員会 

073-482-4363 

8 月上旬 千日詣 和歌山市・紀三井寺 
紀三井寺 

073-444-1002 
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                         ふるさと歳時記  

 
自然・風物情報(７月中旬～８月下旬) 
 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

7 月中旬 ハス開花 上富田町・田中神社横 上富田町総務政策課 

0739-34-2307 

7 月中旬 ぶどう山椒 収穫ピーク 有田川町・清水地域 ＪＡありだ 

0737-53-2311 

7 月下旬 真夏のあじさい満開 かつらぎ町 
・花園あじさい園 

花園あじさい園 

0737-26-0888 

7 月下旬 サンゴの産卵 串本町 
・串本海中公園センター 

串本海中公園センター 

0735-62-1122 

7 月下旬 梅の天日干しはじまる みなべ町各地 ＪＡ紀州みなべいなみ梅

部会 0739-72-1174 

8 月上旬 ブドウ狩りオープン 
有田川町・有田巨峰村 有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

田辺市・紀南観光ブドウ園 田辺観光協会 

0739-26-9929 

8 月上旬 サルスベリ咲く 
田辺市・新庄総合公園 田辺市管理課 

0739-26-9966 

白浜町・吉祥寺 吉祥寺 

0739-54-0043 

8 月中旬 
梨狩り、 

りんご狩りオープン かつらぎ町内農園 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

8 月中旬 ボウスハゼの滝登り 古座川町・滝ノ拝 古座川町産業建設課 

0735-72-0180 

8 月下旬 イチジク出荷最盛期 紀の川市 ＪＡ紀の里農産物流通セ

ンター 0736-73-7200 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

那智の火祭 

河内祭の御船行事 

おどるんや 紀州よさこい祭り 
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～編集後記～ 
 
 

私が子供の頃、小学校の教室は満員でした。クラス数も今の倍くらいあり、運動会に

は家族総出で応援し、みんなでお弁当を食べるのが秋の風物詩で、露天の屋台などもあ

りお祭りのような賑わいでした。時は移り、少子化と言われて久しい今は、空き教室に

廃校、春に運動会を開催し、熱中症に配慮して教室内でお弁当を食べる学校があると聞

きます。 
 確かに和歌山県の人口は 93 万人弱、なかでも若年層の人口が減少しています。その要

因の一つが、高校を卒業したら県外の大学等に進学してそのまま県外で就職する人が多

いからです。県外の大学・短大への進学率が全国ワースト１が続いていることからもわ

かります。みなさんもご経験があることではないでしょうか。 
 
 でも、この流れはあと数年で変わります。５ページの「高校生の県内定着への取組に

ついて」でもご紹介しましたが、４大学が開学予定で、１６８０人の学生が生活するこ

とになります。すでに昨年開学したある大学ではほとんどが県内出身者だと聞きました

ので、ワースト１返上への歩みは進んでいます。 
 

県内に複数の大学、学部があると学生の選択肢が拡がります。また、医療系の学部が

多いので将来の就職にも有利だと考えられます。大学が増えることは、学生にとってだ

けでなく、あらゆる面で良い影響が期待されています。大学関係の新たな雇用がうまれ、

学生や教職員とその家族が生活するための住宅、飲食店、交通など、人とモノの交流・

物流が盛んになり、活気に満ちた町になりそうな気がします。 
 
これから少しずつ変わっていきます。 
次回みなさんが和歌山に来られた時、「あれ、なんか違う。」と感じていただけたら嬉

しいです。今後の和歌山にご期待ください。 
 
                       知事室 秘書課長 塩﨑 裕子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2019 年（令和元年）７月 Nｏ.１３５ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


